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の ア ル'ミ ニ ウ ム イ オ ン 量 は ， そ れ ぞ れ 大 きく 異 な っ
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食品の緩衝能に関する研究（ 第il 報 ）

（ 測定装置について ）
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目的　 演者らは食品 のもつ緩衝能を測定し、食品の特質および品質などについて緩衝能

のを_場 から考察してきた。現在市販のアナログ演算による装置は緩衝能を容易 に測定でき

、様々な分野への応用の可能性を示し た点で大きな貢献をしてきた。しかし測定の限界が

あり、現装置の開発者、辻によってもマイコンによるディジタル化 の利点が指摘されなが

ら、まだその実用化は知らない。この報告はマイコンによるデ ィジタル化を試み測定の容

易さ、精度の向上ならびにディヂタル化により新しい知見が得られることなどが明かにな

ったので報告 する。

方法　 マイコンはPC －9801DA2 （NEC ）、P  H メ ータ ーはF  －1    2   （H  O R

Ｉ ＢＡ ）、滴定はペリスタポンプを用いた。

結果　 試料濃度1    0 －"M の低 濃度で も充分測定可能。滴定標準液の低濃度化による精度
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、 χ ｉ

吻

の向上、水の緩衝能の差し引きによる酸性側のピ

ークの判別と濃度評価、理論カープのシュミレ ー

トにより重なりデータの分離・ 濃度評価などが可

能となった。また溶媒によるｐ K ,のず れ、水の

活量変化によるプロトン解離の状態な:どが測定で

る。左図は酢酸の水溶液とエタノール添加による

P   K .の ず れとプロトンの解離状態の変化を示し

たものである。
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